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社
会
福
祉
法
人

は
極
め
て
公
共
性

が
高
い
法
人
と
規
定

さ
れ
、
設
立
の
際
は
役
員
・
資
産
な
ど

に
つ
い
て
一
定
の
要
件
を
課
し
、
運
営

に
関
し
て
の
規
制
・
監
督
と
支
援
・
助

成
を
一
体
的
に
行
う
な
ど
所
轄
官
庁
の

厳
し
い
監
督
下
に
置
か
れ
ま
す
。
特
に

設
立
の
資
産
要
件
で
は
、
１
億
円
以
上

の
基
本
財
産
（
現
金
や
土
地
・
建
物
な

ど
）
が
必
要
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
８
月

日
、
な
が
お
か

20

医
療
生
協
・
社
会
福
祉
法
人
設
立
準
備

会
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
２
０
１
４
年
度
、
２
０
１
５

年
度
、
２
０
１
６
年
度
の
３
年
間
で
１

億
円
の
寄
付
を
目
標
に
、
「
設
立
準
備

会
の
輪
」
を
組
合
員
、
役
職
員
一
体
と

な
っ
た
運
動
と
し
て
大
き
く
広
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

月末現在2014 年７

◆組合員数
8.592名

◆出資金
３億1.319万5千円

夢
の
実
現
に
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
が
お
か
医
療
生
協

社
会
福
祉
法
人
設
立
準
備
会

代
表

高
橋

智
憲

福
島
市

佐
久
間

陽
香
ち
ゃ
ん

今
月
の
す
こ
や
か
さ
ん

（

６
歳
）

も
う
す
ぐ

郡
山
市

森

柚
稀
ち
ゃ
ん

（
６
歳
）

私
た
ち
、
長
岡
に
来
て
お
友
だ
ち
に
な
っ
た
の
」

「

ち
ゃ
ん

＊
は
る
か

「
プ
ー
ル
が
楽
し
か
っ
た
。
ス

イ
カ
と
パ
ン
が
お
い
し
か
っ

た
。
」

ち
ゃ
ん

＊
ゆ
ず
き

「
プ
ー
ル
楽
し
か
っ
た
。
食

べ
物
み
ん
な
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
」４

頁
に
掲
載

関
連
記
事

第 5 回

チャレンジ学会
生協学習交流会

◇開催日 ９月11日（木）2014年

◇時 間 13:30～17:00
◇会 場 中央図書館 講堂

長岡市学校町１丁目2-2

入場無料 どなたでもおいで下さい
支部組合員さんの発表もあります

医師（理事長）第１部 講演：羽賀正人
「地域包括ケアとヘルスプロモーション」
第２部 研究発表
「ミガルけんこう運動教室 送迎付始めました」
「こどものﾘﾊﾋﾞﾘってこんなことしています」
「栖吉支部班会で元気 支部のつながりづくり」
「また来たいと思われる短期入居施設を目指して」

「配薬カートの製作」
「深めよう組合員交流～新町支部の活動から」
「一人ひとりが考えてほほえみあふれる空間に」
「みんなで決めようみんなで考えよう」
「まだここに来なくても大丈夫」
「原水爆禁止世界大会に参加して」

ながおか医療生活協同組合主催：
9/11当日午後は、３診療所は休診となります

は

＊

社
会
福
祉
法
人

「
社
会
・
地
域
に
お
け
る
福
祉
の

発
展
・
充
実
を
使
命
と
す
る
」

公
益
を
目
的
と
し
た
民
間
の
非

営
利
法
人
で
す
。
営
利
目
的
の

一
般
企
業
と
は
違
い
、

公
共
性
、
非
営
利
性
、
安

が
特
徴
で
す
。

定
性

年
６
月

日
、
２
０
１

２
０
１
４

21

４
年
度
な
が
お
か
医
療
生
活
協
同
組

合
総
代
会
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
の
設
立
が
提
起
さ
れ
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
、
福
祉

型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
建
設
を
目
指

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

し
、
さ
ら
に

の
計
画
に
取
り
組
む
た
め
で
す
。

特
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
基
で
な
け

れ
ば
認
可
が
お
り
ま
せ
ん
。
な
が
お

か
医
療
生
協
は
、
長
年
に
わ
た
り
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
願
い
を
実
現
し
た

い
、
地
域
の
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な

り
た
い
と
様
々
な
事
業
に
挑
戦
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
か
ら
の
強
い
願
い
で
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

◆
私
の
時
間

「
出
会
い
は
財
産
」

な
が
お
か

ま
ち
の
駅
」
駅
長

元
「

南
町

田
所

仁

米
百
俵
ま
つ
り
で
↑

現
在

歳
、
長
岡
生
ま
れ
、
長
岡
育

84

ち
で
す
。
家
は
農
家
で
、
曾
祖
父
は
四

郎
丸
役
場
の
村
長
で
し
た
。
昭
和

年
20

８
月
１
日
の
空
襲
で
は
、
友
人
と
母
校

の
類
焼
を
守
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
帰

っ
て
み
た
ら
自
宅
は
全
焼
し
て
い
ま
し

た
。
焼
け
跡
に
残
っ
て
い
た
の
徳
利
１

本
だ
け
で
し
た
。
戦
争
は
い
や
で
す
。

旧
長
岡
中
学
で
は
、
体
は
小
さ
い
な

が
ら
も
柔
道
部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

紅
白
戦
で

人
抜
き
を
し
た
こ
と
も
あ

24

り
ま
す
。
卒
業
後
、
大
学
に
進
学
し
ま

し
た
が
、
途
中
で
体
を
こ
わ
し
帰
郷
、

食
品
会
社
に
勤
め
ま
し
た
。

定
年
後
は
、
長
岡
市
に
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
初
代
「
な
が
お
か

ま
ち
の
駅
」
駅

長
を
や
り
ま
し
た
。

年
間
ま
ち
の
案

10

内
人
、
よ
ろ
ず
相
談
役
と
し
て
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
も
３
年
間
、

今
年
の
春
ま
で
ア
オ
ー
レ
長
岡
情
報
ラ

ウ
ン
ジ
の
駅
長
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
ま
し
た
。
東
棟
玄
関
付
近
の

あ
の
場
所
は
、
子
ど
も
の
頃
よ
く
遊
ん

だ
場
所
で
す
。
笑
顔
で
み
な
さ
ん
に
声

を
か
け
、
握
手
を
心
が
け
ま
し
た
。

そ
し
て
今
は
、
け
ん
こ
う
運
動
教
室

「
ミ
ガ
ル
」
で
黒
一
点
、
毎
週
火
曜
日

の
午
後
、
体
操
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

〈
関
連
記
事
２
頁
〉

い
て
い
ま
す
。

夢
の
実
現
目
指
し
て

発
足

社
会
福
祉
法
人
設
立
準
備
会

福 島

子ども応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ご
寄
付
の
お
願
い

◇
社
会
福
祉
法
人
設
立
へ

設
立
の
趣
旨
に
ご
賛
同
下
さ
る
方
は
、

左
記
の
口
座
へ
寄
付
金
の
お
振
り
込
み

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
な
が
お
か
医
療
生
協
へ
の
出

資
金
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
生
協
脱

退
等
で
も
返
金
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ー
＊
ー
＊
ー
＊
ー
＊
ー
＊
ー

お
振
り
込
み
口
座

◇
北
越
銀
行

店
番
号

０
４
９

口
座
番
号

２
０
４
９
７
６
１

口
座
名
義

社
会
福
祉
法
人
な
が
お
か
虹
の
郷
福
祉
会

設
立
準
備
会

設
立
代
表
者

高
橋
智
憲

◇
大
光
銀
行

店
番
号

０
３
５

口
座
番
号

３
５
０
２
０
２
６

口
座
名
義

社
会
福
祉
法
人
な
が
お
か
虹
の
郷
福
祉
会

設
立
準
備
会

設
立
代
表
者

高
橋
智
憲

◇
郵
便
局

０
０
５
８
０

５

８
５
７
７
９

口
座
記
号
番
号な

が
お
か
虹
の
郷
福
祉
会
設
立

口
座
名
称

準
備
会

ナ
ガ
オ
カ
ニ
ジ
ノ
サ
ト
フ
ク
シ
カ
イ

セ
ツ
リ
ツ
ジ
ュ
ン
ビ
カ
イ

郵
便
局

加
入
者
払
込
店

長
岡
花
園

公共性
地域のニーズ
に応える

非営利性
利益を目的
としない

安定性
事業の継続性
が確保

安心だね

楽
し
み
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組
合
員
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

「
心
」
を
ひ
と
つ
に
「
力
」
を
合
わ
せ
、

事
業
建
設
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊
日

時

９
月
６
日
（
土
）

:

～

:

13

00

14

30

＊
場

所

パ
ス
ト
ラ
ル
な
が
お
か

３
Ｆ

松
の
間

＊
内

容

:

開
会
挨
拶

13

00

常
務
理
事

土
田
武
千
代

強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

:13

05

羽
賀

正
人

理
事
長

社
会
福
祉
法
人
設
立
に
つ
い
て

:13

30

専
務
理
事

高
橋

智
憲

目
標
・
月
間
計
画
に
つ
い
て

:13

55

組
合
員
事
務
局

:
決
意
表
明

14

05

田
畑

孝
夫

理
事

:

「
笑
い
ヨ
ガ
」

14

10

笑
顔
で
取
り
組
も
う
強
化
月
間

さ
ん

講
師

須
藤
ひ
ろ
み

:

閉
会
挨
拶

14

30

土
田

清
海

理
事

土）と き ９月２７日（

12:00～15:00
雨天でもやります＊

笹崎わいが家前 駐車場ところ
フリーマーケット／楽しい出内 容

ゲームコーナー／産直店／
野菜など

地域の皆様もどうぞお誘い合わせの上、
お気軽においで下さい

＊子ども用品 きれいなものください（おもちゃ等）

連絡先：まえだ・かんだ 組織事務局

（土）と き ９月20日
11:00～15:00

四郎丸わいが家 わいが家前駐車場ところ

内 容 健康チェック・模擬店・ステ
ージ発表＊フードドライブ

生協まえだまつり実行委員会
委員長：小柳憲二 ℡30-1161

さわやかに

仲間増やし強化月間

スタート集会
社会福祉法人設立に向け

組合員・職員の思いをひとつに
どなたでもご参加下さい 組合員事務局

２
０
１
４
年
度
総
代
会
に
お
い
て
、

皆
様
よ
り
ご
承
認
頂
い
た
社
会
福
祉
法

人
設
立
に
向
け
、
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

集
会
を
下
記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま

す
。当

法
人
に
と
っ
て
社
会
福
祉
法
人
の

設
立
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
は
念
願
で

あ
り
、
大
き
な
事
業
と
な
り
ま
す
。

組合員ならどなたでも お気軽にどうぞ

ご
不
明
な
点
は
組
合
員
事
務
局
ま
で

（
四
郎
丸
わ
い
が
家
）

元
気
に
や
っ
て
ま
す
！
送
迎
付
き
け
ん
こ
う
運
動
教
室

ミ
ガ
ル

今
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
健
康
運
動
教
室

ま
た
こ
の
日
は
、
笹
川
栄
養
士
か
ら
夏

に
８
月

日
お
邪
魔
し
て
き
ま
し

の
水
分
補
給
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
座
を

「
ミ
ガ
ル
」

12

た
。
こ
の
日
の
参
加
者
は
見
学
者
の
方
を
含

お
聞
き
し
ま
し
た
。
脱
水
の
怖
さ
を
教

め

名
。
ま
ず
は
、
お
互
い
の
近
況
報
告
を

え
て
い
た
だ
い
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

13
話
し
な
が
ら
血
圧
測
定
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を

ン
ク
の
飲
み
比
べ
等
、
気
軽
な
中
に
も

そ
れ
ぞ
れ
が
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
間

有
意
義
な
講
座
で
し
た
。
午
後
２
時
か

ト
レ
ー
ナ
ー
と
一
緒
に
、
イ
ス
に
座
り
な
が

ら
３
時
半
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
運
動

ら
の
無
理
の
な
い
ゆ
っ
く
り
と
し
た
運
動
で

教
室
で
し
た
。

体
を
動
か
し

ま
し
た
。
足

◇
参
加
者
の
感
想
◇

の
裏
で
ゴ
ル

「
楽
し
い
で
す
よ
。
昨
年
入
院
し
て
足
腰

フ
ボ
ー
ル
を

が
弱
っ
て
き
た
の
で
、
参
加
し
て
い
ま

転
が
す
運
動

す
。
と
ん
だ
り
は
ね
た
り
が
な
く
、
無

で
は
、
自
分

理
の
無
い
運
動
が
い
い
で
す
。
」

の
意
志
と
は

「

歳
で
一
人
暮
ら
し
で
す
け
ど
、
み
な

86

違
う
方
向
へ

さ
ん
と
お
話
し
す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ

転
が
っ
て
い

と
つ
で
す
。
」

き
、
み
な
さ

「
こ
の
前
の
マ
ネ
ー
講
座
や
ゲ
ー
ム
も
良

ん
笑
い
な
が

か
っ
た
わ
よ
。
」

ら
も
自
然
に

全
身
体
操
を

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先

行
っ
て
い
ま

組
合
員
事
務
局

し
た
。

℡

１
１
６
１

大
高
・
榎
本

30

未だ生を知らず いずくんぞ死を知らん

＜５＞もっとすてきな健康スマイル
国の目標 知ってますか？

健康を支え、守るための社会環境の整備に関する目標

国民の健康増進の総合的な推進を図るための基本方針
項 目 現 状 目 標

①地域のつながりの強化
平成34年（居住地域でお互いに つながりが強い
には助け合っていると思 と思う割合

65％にう国民の割合の増加） 平成19は45.7
％

ボランティア②健康作りを目的とした
平成34年活動に主体的に関わっ 活動をして

ている国民の割合の増 にはいる割合
加 25％に３％

③健康格差対策に取り組
平成34年む自治体の増加 11都道府県
には（課題となる健康格差の

実態を把握し、健康作
都道りが不利な集団への対 47

府県に策を実施している都道
府県）

21世紀における 第2次（h25～34）国民の健康づくり運動の

推進（健康日本21）より

みんなの笑顔でまちづくりを進めましょう

「
も
っ
た
い
な
い
」

か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

で

生
協
ま
え
だ
ま
つ
り

日
本
で
は
、
ま
だ
十
分

に
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
年
間

万
ｔ
以
上
の

500

食
品
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

で
は
県
内
各
団
体
の
ご
協
力

の
も
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

（
食
品
の
回
収
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
家
庭
で
不
要
な

食
品
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
寄
付

下
さ
い
。

寄
付
い
た
だ
き
た
い
品

（
米
・
乾
麺
）

・
穀
類

・
保
存
食
品

（
缶
詰
・
瓶
詰
）

・
乾
物

・
調
味
料
・
食
用
油

・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・

レ
ト
ル
ト
食
品

・
飲
料

・
ギ
フ
ト
パ
ッ
ク

①
未
開
封
、
②
常
温
保
管

可
能
③
賞
味
期
限
が
２

ヶ
月
以
上
残
っ
て
い
る

食
品
に
限
り
ま
す

◇
お
問
い
合
わ
せ

山
崎

長
岡
セ
ン
タ
ー

１
１
９

０
９
０

２
１
４
２

６

ピース
チャリンコ
平和自転車リレー
－・－・－
今年も「平和」

を一緒に考え走

りましょう

◇日時

10月11日～12日

長岡-寺泊-新潟

－・－・－
申込み連絡先
℡31-5211
名塚・速水
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／
６

理
事
会
報
告

８

な
が
お
か
生
協
診
療
所

２
階
会
議
室

協
議
事
項

◇○
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
の

協
力
依
頼
に
つ
い
て

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

よ
り
協
力
の
依
頼
が
あ
り
、

各
支
部
、
各
施
設
等
で
の

お
祭
り
な
ど
で
協
力
し
て

い
き
た
い
旨
の
提
案
が
さ

れ
、
質
疑
応
答
の
後
全
員

異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◇
そ
の
他

○
社
会
福
祉
法
人
設
立
に
向
け

た
現
況
の
報
告
が
行
わ
れ
、

質
疑
応
答
の
後
、
積
極
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

ながおか医療生協ニュース 2014年 すこやかスマイル ９月 149号

広
島
の
世
界
大
会
に
参
加
し
て

「
サ
ダ
コ
像
」
の
前
に
て
（
前
列
一
番
右
）

前
田
組
合
員
事
務
局

山
口

諒

広
島
に
は
生
ま
れ
て

初
め
て
行
き
ま
し
た
。

前
々
か
ら
世
界
大
会
に

は
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
今

回
参
加
す
る
こ
と
が
出

来
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

今
年
、
広
島
・
長
崎

へ
の
原
爆
投
下
か
ら
69

年
が
経
ち
ま
す
が
、
世

界
に
は
今
で
も
な
お
１

万
６
千
発
を
こ
え
る
核
兵
器
が
存
在
し
て
お
り
、
１
９
４
５
年

８
月
、
２
発
の
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
広
島
と
長
崎
は
地
獄
と
化

し
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
命
を
奪
わ
れ
、
病
や
心
身
の
傷
な
ど

た
く
さ
ん
の
苦
し
み
を
出
す
兵
器
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界

大
会
に
は
全
国
各
地
か
ら
、
さ
ら
に
海
外
か
ら
も

ヶ
国

名

18

75

が
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
方
々
が
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
界
を
考
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
和
記
念
資
料
館
を
観
て
、
被
爆
の
写
真
や
被
爆
を

受
け
た
お
弁
当
箱
な
ど
か
ら
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
誰
も
も
う
二
度
と
こ
ん
な
兵
器
の
犠
牲
に
な
っ
て
苦

し
み
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
５
年
、
原
爆
投
下
か
ら
70

年
が
経
ち
ま
す
。
す
べ
て
の
国
、
核
保
有
国
が
核
兵
器
廃
絶
を

考
え
、
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
条
約
の
交
渉
を
開
始
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
の
転
機
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
、
署
名
活
動
や
平
和
行
進
な

、

。

ど

平
和
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

和健康 ＆平

本
部
事
務
局大

崎

亨

８
月
６
日
開
催
さ
れ

た
第

回
新
潟
県
生
協

26

連
平
和
集
会
・
行
進
に

今
年
も
な
が
お
か
医
療

生
協
か
ら
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
の
平
和
を
希
求
す
る

想
い
が
形
に
な
っ
た
一

た
。

日
で
し

平和行進に参加

９ 月 の 予 定
が 新 町 わ い が 家 そ の 他９ 月 四 郎 丸わ い 家

高町かえで倶楽部1 月 うたごえ広場♪ ｾﾗﾊ゙ ﾝﾄ゙

ﾌﾘー ﾀｲﾑ２ 火 体操教室／足湯

かえで倶楽部 理事会３ 水 囲碁の どいつ

ﾌﾘー ﾀｲﾑ４ 木 わいが 喫茶家 体操教室／足湯

かえで倶楽部 手芸喫茶５ 金

強化月間スタート集会６ 土

７ 日 朝 市

詩吟の会 高町かえで倶楽部８ 月

詩吟体験会９ 火 体操教室／足湯ﾌﾘー ﾀｲﾑ ←

囲碁の どい10 水 かえで倶楽部 つ

11 木 チャレンジ学会わいが家喫茶 ｾﾗﾊ゙ ﾝﾄ゙ 体操教室／足湯ﾌﾘー ﾀｲﾑ

♪12 金 かえで倶楽部 うたごえ広場

13 土

14 日 朝 市

15 月

ﾌﾘー ﾀｲﾑ16 火 体操教室／足湯

ｾﾗﾊ゙ ﾝﾄ゙17 水 囲碁の どいつ

体操教室／足湯 ウオロク健康チェック18 木 ﾌﾘー ﾀｲﾑ

かえで倶楽部 手芸喫茶19 金

まえだまつり20 土

21 日

詩吟の会 高町かえで倶楽部22 月 新町支部映写会

23 火

囲碁の どい24 水 かえで倶楽部 つ

体操教室／足湯ﾌﾘー ﾀｲﾑ25 木 わいが家喫茶 ｾﾗﾊ゙ ﾝﾄ゙

スマイル折作業 かんだ26 金 かえで倶楽部

笹崎まつり27 土

28 日 朝 市

スマイル折作業まえだ29 月

体操教室／足湯ﾌﾘー ﾀｲﾑ30 火

ほっとケアマネ相談

９月１・22日（月）

運動機器利用申込み

９月8・22（月） お 盆
事務長 平原壮一生協こどもクリニック

法話を聞く機会が先日ありました。こんなお話
があったそうです。お坊さんの葬式のお返しの品に、お香を入れ
ておく入れ物が付いたそうです。（朱肉を保存しておく蓋付の容
器の様な物）この蓋に「お前も死ぬぞ」と書いてあり、更に蓋の
裏には「必ず死ぬぞ」と書いてあったそうです。この法話の言わ
んとするところは、普段「死」という事は意識されずに、むしろ
避けて通られがちであるが、人間この世に生を受けた時から、必
ず死ぬという宿命を背負って生きている。色々な人の縁で「日々
生かされている」ことに感謝しましょう。というものだったと思
います。
今年のお盆。私は、御縁の有った方々のお墓を３か所回りまし

た。月並みですが、今自分がこの世に存在しているのは、延々と
続いてきた先祖たちの「縁」があっての事なのですが、普段生活
している時には、全くそんなことを考えていません。お墓に向か
って静かに手を合わせ昔お世話になった、祖父母や叔父伯母を思
いだし感謝するとともに、自分の人生（「日々生かされている」

。こと）について考える、年に１度の特別な時間でした

でんでん便り

核
兵
器
全
面
禁
止

ア
ピ
ー
ル
署
名

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

署
名
数

筆

233

カ
ン
パ

円

３
１
９
０
０

８
／

現
在

19

引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

平
和
を
願
う

第
五
回

９
時
～

時

◆
日
時

９
月
９
日
（
火
）
～

日
（
金
）

12

18

但
し
９
日
は

時
～

日
は

時
迄

13

12

16

ア
オ
ー
レ
長
岡
・
交
流
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

◆
会
場

日
本
は
ま
た
戦
争
す
る
の
？
ふ
た
た
び
戦
争
を

◆
内
容
「

く
り
返
さ
な
い
た
め
に
」

＊
戦
争

戦
災
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

・

（
平
和
こ
そ
、
文
化
が
華
開
く
）

＊
文
化
講
演

会
場
（

講
演
開
始
い
ず
れ
も

時

分
～

第
一
協
働
ホ
ー
ル
）

13

30

９
日
（
火
）
Ｂ

撃
墜
事
件
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら

29

グ
レ
ゴ
リ
ー

ハ
ド
リ
ー
氏

新
潟
国
際
情
報
大
学
教
授

日
（
水
）
従
軍
看
護
婦
の
戦
争
体
験

10

石
黒

三
沙
子
氏

元
従
軍
看
護
婦

日
（
木
）
健
康
・
平
和
と
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
世
界

11

大
星

光
史
氏

歌
人
・
医
学
博
士

日
（
金
）
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は

12

ー
治
安
維
持
法
の
歴
史
と
廃
止
ま
で

佐
藤

良
夫
氏

県
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
会
長

入
場
無
料

◆
＊
９
日

時
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

13

ギ
タ
ー
演
奏

畠
山
徳
雄
氏

「
イ
マ
ジ
ン
・
花
は
咲
く
」

な
ど

ギ
タ
ー
奏
者

主

催

な
が
お
か
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会

連
絡
先

戦
争
展
実
行
委
員
会

事
務
局

樋
口
虎
司

方

「

」℡
（

）
６
９
９
２

35
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ミユキとベルフラワー」「
東條 静ほっと の会ｷﾞｬﾗﾘｰ

「長岡まつり」
中村 勇ほっと の会ｷﾞｬﾗﾘｰ

◇
写
真

今
月
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

私
の
１
枚
〉

〈

診／療／案／内
月 火 水 木 金 土

な
羽賀 羽賀 羽賀 羽賀 羽賀 羽賀が 9:00

勝山お ～

2・4週か 12:00 勝山 勝山 勝山 岡田
生

訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療協
診

羽賀 羽賀 羽賀 羽賀 羽賀療 15:00

勝山所 ～

勝山 関 勝山1・3・5週

2・4週星野
2・4週17:30

月 火 水 木 金 土
生

星野 星野 星野 岡田 星野 交替制協 9:00

～か
勝山 勝山ん 12:00

だ
訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療診

療
星野 星野 勝山 勝山 星野所 15:00

1・3・5週～

関 羽賀
2・4週17:30 ３週のみ

月 火 水 木 金 土
生

磯部 磯部 磯部 磯部 磯部 磯部協 9:00～

内山こ 12:00 田中
1・3・5週ど 9:30～ 柴田

も
予防接種 予防接種 予防接種 予防接種 予防接種 予防接種ク 11:00

リ
予防接種 予防接種 予防接種 予防接種ニ 14:00 訪問診療

乳児健診ッ ～ 乳児健診 乳児健診

16:00ク

磯部 磯部 磯部 磯部16:00

～

17:30

ながおか医療生協ニュース 2014年 すこやかスマイル ９月 149号

ワンポイント体操 １．２．３

☆寝返り運動
仰向けに寝転がり、両手を挙げて
バンザイする

お腹に力を入れて、できるだけ手
や足の力・反動を使わずに左右へ
寝返りをする
※難しい方は足で少し蹴飛ばすように行ってみて下さい
※腰が痛い方は無理をしない

新町支部＜映写会＞

です無料

（月）９月２２日
13:30～

黒部の太陽
出演：三船敏郎/石原裕次郎/樫山

文枝/日色ともゑ

木本正次による小説、な
らびにこれを原作とする
日本映画。世紀の難工事
といわれた黒部ダム建設
の苦闘、特にトンネル工
事を描いた。

毎月１回新町わいが家で
映写会を開催しています。
お気軽においで下さい。

最
終
日
は
念
願
の

（
希
望

屋
外
プ
ー
ル

へ
行

ヶ
丘
プ
ー
ル
）

き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
の
３
日
間
は
「
プ

ー
ル
の
思
い
出
」
が

大
き
か
っ
た
よ
う
で

す
。
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
子
ど
も
達

も
、
帰
る
頃
に
は
兄

弟
、
姉
妹
の
よ
う
な

関
係
に
な
り
、
ス
タ

ッ
フ
の
ひ
ざ
に
乗
っ

て
き
た
り
し
て
、
大

家
族
が
旅
行
し
て
い

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

る
よ
う
な
雰
囲
気
を

↑

感
じ
ま
し
た
。

郡
山
で
解
散
す
る
際
、
子
ど
も
達
の
中
に
は
別

れ
が
寂
し
く
て
涙
ぐ
む
子
も
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
参
加
さ
れ
た
保
護
者
か
ら
は
「
こ
う
し
て
福

島
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
て
く
れ
る
こ
と
が
嬉

し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
今
回
の
思

い
出
が
「
ほ
っ
と
で
き
た
一
瞬
」
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

～
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
～

福
島
親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企
画

～
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
～

生
協
か
ん
だ
診
療
所

池
田

貴
夫

今
年
で
３
回
目
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企
画
。

今
年
は
７
月

日
～

26

日
の
２
泊
３
日
で

28親
子
９
組
、
計

名
28

の
方
よ
り
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

初
日
は
猛
暑
日
で

し
た
。
午
後
２
時
こ

ろ
バ
ス
で
到
着
後
、

子
ど
も
た
ち
は
四
郎

丸
わ
い
が
家
で
ボ
ー

ル
ゲ
ー
ム
や
か
け
っ

こ
、
か
き
氷
を
食
べ

な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
、
大
人
は
醸
造
の
町
で
有
名
な

摂
田
屋
を
散
策
し
ま
し
た
。
夜
の
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
す
べ
て
手
作
り
で
作

っ
た
長
岡
名
物
の
赤
飯
、
漬
物
な
ど
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
宿
泊
先
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ぐ
っ
た

り
す
る
か
と
思
い
き
や
、
「
プ
ー
ル
に
入
る
！
」
と
大

は
し
ゃ
ぎ
、
閉
館
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
遊
び
ま
し
た
。

翌
日
は
雨
天
。
新
潟
市
の
「
子
ど
も
創
造
セ
ン
タ

ー
」
へ
行
き
ま
し
た
。
室
内
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
遊
ん

だ
り
、
隣
の
動
物
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
ア
ル
パ
カ
や

カ
ピ
バ
ラ
を
見
て
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
新
潟
ふ

る
さ
と
村
で
お
み
や
げ
を
買
い
ま
し
た
。
大
人
達
が
車

中
で
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
一
方
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

に
過
ご
し
、
そ
の
日
も
宿
泊
先
で
プ
ー
ル
に
入
っ
て
寝

る
ま
で
遊
び
続
け
ま
し
た
。

福
島
市

橋
本

晃
一

子
ど
も
の
夏
休
み
の
思

い
出
に
と
思
い
応
募
し
ま

し
た
。
抽
選
に
当
た
り
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
私
自
身

も
被
災
し
ま
し
た
が
、
震

災
か
ら
３
年
５
ヶ
月
が
経

ち
、
な
ん
と
か
落
ち
着
い

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
国
や
他
の
自
治
体
、

ま
た
全
国
の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
で
、
復

興
へ
一
歩
一
歩
と
い
う
感
じ
で
す
。橋

本

俊
子

い
ろ
ん
な
事
を
考
え
ま
す
が
、
ど
こ
に
行
っ
て

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
毎
日
考
え
て
も
仕
方

が
な
い
の
で
、
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

長
岡
で
あ
ち
こ
ち
行
か
せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

橋
本
俊
子
さ
ん
は
、
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
ば

＊

。

ら
し
い
「
会
津
磐
梯
山
」
を
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

楽しく過ごしました

◇◆◇ ◇◆◇詩吟体験会
９月９日（火）日 時
13:30～ 1時間程度

場 所 新町わいが家

参加費 無料
どなたでも参加ＯＫ。詩吟に興味の
ある方ぜひ挑戦してみて下さい

－＊－＊－＊－＊－＊－＊－

◆◇◆◆◇◆健康チェック
１０月４日（土）日 時
13:30～15:00

場 所 Ｅプラザ１階ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ脇

血圧・体脂肪・足指力を測定します
どなたでも無料で測定します。
お気軽にお立ち寄り下さい。

ス
マ
イ
ル
文
芸

ス
マ
イ
ル
文
芸

ス
マ
イ
ル
短
歌
会

◇

首
藤

隆
司

選

豪
雨
続
き
浦
の
田
圃
を
見
に
行
け
ば
水
満
々
と
稲

・
を
覆
え
り

石
見

政
夫

・
又
一
人
犠
牲
者
の
名
の
判
明
す
長
岡
空
襲
六
十
九

年
目

大
原

歌
子

・
窓
近
く
雉
子
の
鋭
き
声
ひ
び
き
籠
の
イ
ン
コ
は
羽

毛
逆
立
て
つ

田
所

典
子

短

歌

◇・
柿
川
を
煮

り
返
す
焼
夷
弾
涙
堪
え
て
灯
籠
流
す

摷

ひ
る
ね
の
や
ま
と

川

柳

◇

清

琴

・
思
い
切
り
ス
リ
ム
に
し
た
が
痛
ま
し
い

桂
町
ひ
ま
人

・
留
守
番
の
で
き
る
幸
せ
リ
ハ
の
お
か
げ

絵
手
紙

◇

田
村

静
枝



  

  ～ご家族みなさんでおいで下さいお待ちしております～ 

 

 

 

健康チェツク（無料）11：00～12：30 わいが家 2階      

骨密度測定・血圧・体脂肪・足指力         

模擬店                    

焼きそば・赤飯・おにぎり・豚汁・飲み物その他     

子供広場 

バルーンアート・輪投げその他お楽しみ 

喫茶     

ケーキ･コーヒ 

フリーマーケット 

 小物雑貨・野菜市等 

CO—OP にいがた商品おためし 

 試食・ガラポン抽選 ＊フードドライブ 

包丁とぎ 研げる数に限りがあります。お早めにお持ちください。 

 1 丁 300 円  包丁、花バサミ              

  

※ 誠に恐れいりますが当日会場は、限られた駐車場しかございません 

なるべくお車でのご来場はご遠慮くださいますよう宜しくお願いします。 

主催 医療生協まえだまつり実行委員会（四郎丸、豊田支部）      

                 実 行 委 員 長  小 柳  憲 二    

お問合わせ ながおか医療生協組合員事務局  ＴＥＬ30-1161 

とき 9 月 20 日（土）11：00～15：00 ※雨天時も開催

ところ 四郎丸わいが家 わいが家駐車場 

ステージ発表 13：30～15：00

 
・さくらの会   13：30～ 
 三味線琴演奏 
・ティンカーベル 13：55～ 
 電子ピアノ、うた 
・うたごえ    14：20～ 
 みんなで歌いましょう    

      

長岡甚句を踊りましょう 

 わいが家駐車場 14：40～ 



 自宅 余    缶詰 自宅 余    缶詰

     構          構     

 協力 願      協力 願     

 協力        協力       

寄付      食品

 穀類  米 乾麺 等 

 保存食品 缶詰 瓶詰等 

 乾物    豆等 

 調味料各種 食用油

       食品     食品

 飲料            茶等 

         歳暮  中元等 

上記 内  未開封品  常温保管 可能 

 賞味期限   月以上残    食品   

      類 食品以外 衣服等  遠慮 

         

日本     十分食            年間   万 以上 食品 廃棄年間   万 以上 食品 廃棄     

    存                  食品 企業 市民等  寄付      

必要     福祉施設 団体等 寄付  活動                  県内

各団体  協力            食品 回収  行       家庭 不要 食品

        寄付     

                 余    食品 寄付活動  余    食品 寄付活動 

開催   開催     

≪お問合せ≫
■フードバンクにいがた

新潟市中央区新光町６－２ 勤労福祉会館４階

☎ 025-384-4466 / FAX：025-384-8224

E-mail fbn@roukyou.gr.jp

http://foodbank-niigata.org

■長岡   ー

長岡市釜 島 269 担当 山崎 

☎ 090-2142-6119

                              

ボランティア随時募集中

お気軽にご連絡ください！

会場  前田   家駐車場  生協前田   内 
 目印             

mailto:fbn@roukyou.gr.jp
http://foodbank-niigata.org/
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さわやかな 秋の一日

笹崎まつり
と き （土）ｐｍ12:00～15:00◆ ９月２７日

雨天でもやります◆ところ 笹崎わいが家前 駐車場
長岡市笹崎2-1-15

とん汁・おにぎり・焼きそばなど◆内 容 ・食べ物屋台
新鮮野菜をどうぞ・産直野菜市
おもちゃ・子供服等を安価で・フリマ
塗り絵・輪投げ・バルンアート・体力測定など・楽しいゲーム

他にも楽しいことがいっぱい

お問い合わせ/連絡先

ながおか医療生活協同組合
組合員事務局 前田）℡30-1161 かんだ）℡31-5233

お気軽に
おいでください

みんなで
来てね



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

日 時 10月 7日（火） 

集合場所 四郎丸わいが家、新町わいが家 

募集人数 ４５名 

参加費 組 合 員 5,000円 

    組合員外 7,000円 

申込み かんだ組合員事務局 TEL ３１－５２３３ 

    ９月 16日(火)9：00 から受付を開始します。 

※申し込みの際に集合場所をお知らせください。 
※携帯電話をお持ちの方は、携帯電話の番号もお聞かせ下さい。 
※代表者１名につき、４名まで申込み可能です。 
※昼食は「村上特産塩引き鮭と小鉢 3品」。ごはんは岩船産コシヒカリ（＾＾）

           

 

 

 

 

 

☆マナーを守り楽しい１日にしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

※代表者１名につき、４名まで申込み可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

■交通状況により予定の時間は前後する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統の屏風と昔の民具などを６８軒の町屋で展示する町屋の屏風まつり、 

毎月２と７のつく日に開催される、約 100 年の歴史がある「六斎市」にも

立ち寄ります。恒例の帰り道お買い物タイムは「岩船港鮮魚センター」。 
～ゆったりとした刻が流れる城下町を散策してきませんか？～ 

バスハイク 

第３弾！ 

時間厳守でお願いします。 

出発時刻に遅れないよう、トイレを済ませ乗

車してお待ちください。 

屏風まつり、六斎市は、約1時間３０分徒歩

での見学、移動になります。履きなれた靴で

お越しください。 

キャンセルのご連絡は 

 かんだ組合員事務局℡３１-５２３３ まで 

早めにご連絡をお願いします。 

当日、体調不良などで参加できない場合も

必ずご連絡をお願いいたします。 

 

8:20　集合

８:30　集合

10:45　着

12:20　発

12:35  着

13:30 発

13:40　着

14:40　発

16:40　着

16:55　着

四郎丸わいが家　（8：30出発）

新 　町わいが家　（8：40出発）

村上町屋屏風まつり・六斎市
　　※自由行動となります

行　程　表

千渡里　　昼食・休憩

岩船港鮮魚センター

新町わいが家

四郎丸わいが家

＊バス代、昼食代込み。 

＊当日の朝、徴収します。 

＊組合員外の方、当日加入OKです。 



 

10 月 7日（火）バスハイク 

行くのはこんな場所！ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              参加店の店先には 

このような辻看板が 
たっています。 
見学の際は、お店の方に 
あいさつをしていただくよう 
お願いします。 

村上町屋屏風まつり 
今年で 14回目を迎える、城下町村上に秋を呼
ぶ催し「屏風まつり」。ふだんはよその方が立ち入
れない、実際に生活している家の内部に飾られ
ている宝物を、参加店のご好意で見せてもらう催
しです。 
見学に来られた方に、お家の方がていねいに屏
風の由来や町屋造りの説明をしてくださるのが、
特徴です。ただ屏風を見せるだけではなく、来た
方との心のふれあいを大切にし、参加店によって
はお茶のもてなしがあったり、歴史に詳しい方が
いる参加店では、村上藩の話が聞けたり… それ
ぞれの参加店で違った村上の魅力に出会えるは
ずです。 

 六斎市 
毎月２と７のつく日に開催される六斎市。 

 旬の食材をはじめ、さまざまな商品を扱うお

店が並びます。大勢の買い物客で賑わう六

斎市、ぜひご覧ください。 

 岩船港鮮魚センター 
鮮魚は岩船港で水揚げされた活きの良い

地物をはじめ、各地から旬の魚やカニ、自

家製の干物など、おすすめ品が盛りだくさ

ん！ 

村上市の特産である鮭もおすすめです！ 

鮭の味噌漬や鮭の加工品、鮭の酒びたし

や鮭とばなども多数あり、おみやげどころと

して欠かせない場所です。 

 


